
（別紙３）

〜 令和７年 ５⽉ ３１⽇

（対象者数） 6⼈ （回答者数） ４⼈

〜 令和７年 ５⽉ ３１⽇

（対象者数） ８⼈ （回答者数） ８⼈

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・⼀⼈ひとりに対応した⽀援や療育を⾏い、安全なデイを提
供できるように、スタッフ全員で周知するようにしている。

2

・スタッフミーティングを⽉１〜２回、研修も⾏い、⽀援の
⽅針や提案を話し合っている。

3

・５つの領域に通じる⼒が⾝につけられるよう、また近づけ
られるように⽀援や療育を課題⽬標に⼊れて⽀援している。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・スタッフでのダブルチェックや変更やキャンセルの有無な
ど、漏れのないよう確認をしっかりする。

2

・事業所外で活動するときは、職員ミーティングを⾏う。
事前に場所を⾒学し、トイレや駐⾞場等確認を⾏う様にす
る。

3

・様々な対策を、職員全員で知る必要がある。

○事業所名  うさぎとかめ

○保護者評価実施期間 令和７年 ５⽉ １⽇

○保護者評価有効回答数

令和７年 ５⽉ １⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 令和７年 ６⽉ ５⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

・衛星⾯、掃除 ・定期的な消毒を⾏っている。（⽉１〜３回）
・検便を⾏っている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・送迎
（学校の終了時間、お迎えの時間、変更など徹底的に確認し
ている）

・ほとんどの利⽤者が送迎を利⽤するため、⼈数や⾞の台
数、送迎の順番などしっかりと確認を⾏うようにする。

・活動予定の作成 ・⼦ども達が飽きることの無いように、⾊々な場所や活動内
容を提案していく。

・⼦ども達が楽しく笑顔で⾏き渋りなく通える場所、落ち着
く場所を提供している。

・⼀⼈ひとりに合った⽀援や保護者との関係など、しっかり
と対応するようにしている。
・⻑期休みの午前中は運筆教室を⾏っている。

・毎⽉の予定カレンダーに沿って、⼦ども達と充実した時間
を過ごしている。また、⼦ども達も楽しんでいる。

・英語、体作り、⼾外活動、製作など、全員が積極的に取り
組めるよう⽀援している。

・⼦ども達の思いや、やりたいことなどを聞き優先してい
る。
・集団⽣活を⼤切に⼈との関わりを⼤切にしている。

・仲間と⼀緒に⾏動したり、活動に参加することで、マナー
やルールなど集団⽣活で⼤切なことを学んでいる。

事業所における⾃⼰評価総括表公表


